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10月 12日(金)に本年度第 5回理事会が開催され､下
記事項が報告･審議されました。概要は次のとおり。 

・一般社団法人認可申請の状況

一般社団法人への移行認可の申請状況（監事の指摘点

を修正し10/9金融庁に事前報告済。10/12理事会報告の
うえ､10/20申請､2013年 4月 1日付移行を目指す）につ
いて､事務局より報告されました。

・共通化･標準化に向けた提言の損保協会への提出

共通化･標準化に向けた提言を 15分類84項目について
集約し､損保協会へ提出したことが報告されました。

・平成24年度｢代理店賠責･日本代協新ﾌﾟﾗﾝ｣募集結果

本年度の更改については､引受保険会社の変更(ｱﾘｱﾝﾂ

火災社からｴｰｽ損保社)があったが､加入件数は微増､保

険料もやゝ増となったことが報告されました。

（被保険者数）9,073店(継続 8,719店･新規 354店)
（継  続  率）97.3%(更改対象 8,960店､＋1.3%)
（加  入  率）80.4%(+240店､+2.6%)
（保  険  料）165,741千円(+5,946千円)
・損害保険大学課程ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｺｰｽ申込状況

10/1 受付開始の申込状況（10/11 現在申込 73 名「会員
56 名・非会員 17 名」）が報告され､目標 814 名(定員
1,330 名)に対し大きく乖離､このため保険会社･損保協会
と一体となった制度周知活動が要請されました。

・第 2回ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝでの会員懇談会･懇親会のｱﾄﾗｸｼｮﾝ

11 月 16～17 日開催予定のｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝでの｢会員懇談会
の質問事項は有意義な質疑応答の為に事前受付とする｣

｢懇親会ｱﾄﾗｸｼｮﾝでの地域 PR のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ品紹介はﾘﾚｰ方
式とし､南九州ﾌﾞﾛｯｸから出展する｣ことが報告されました。

・国民年金基金 平成23年度決算等の報告

｢平成 23 年度事業報告･決算の概要｣｢理事長･監事の交
代｣｢代議員の任期･要件等｣｢年金基金制度の現状(国民

年金基金制度の適用拡大に関する要望書)｣について資

料に基づき報告がありました。

なお､この他に｢平成 24年度･第 1回活力研の内容｣
「平成24年度･代協正会員増強運動･9月末状況｣｢ゆうち
ょ銀行ﾛｰﾝ長火ﾊﾟﾌﾞｺﾒ対応､郵政民営化委員会ﾋﾔﾘﾝｸﾞ｣

｢東京代協･企業系大型会員意見交換会｣｢第 4回金融審
議会ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの論議内容｣｢平成 25年度日本代協
事業計画に関する提言依頼｣｢国立大学･損害保険講座

への講師派遣(11/26埼玉大学､12/18高知大学､1/22福
島大学)｣が報告され､異議なく全てが了承されました。

次に､下記の審議事項が審議・意見交換されました。

・表彰施行規則の変更

｢役員でなくても実際に会員増強に貢献した会員を表彰

する等の選考基準をより強く表現した規定とすべき｣｢周知

期間､表彰の連続性を考慮｣等の意見を踏まえ､表彰施行

規則の改定案を検討し､年度内の理事会に諮ることが提

案され､異議なく承認されました。

・平成24年度認定保険代理士審査委員の選任

認定保険代理士の資格審査にあたる 5名の審査委員候
補者が提案され､委員会の開催日程と併せて審議され､

異議なく承認されました。

・平成24年度事業計画推進についての意見交換

ビジョン委員会･企画環境委員会･教育委員会･組織委員

会･CSR委員会･広報委員会の各委員長､並びに地域担
当常任理事より事業計画の推進状況と今後の取組が報

告され情報交換･意見交換の後､異議なく承認されました｡

・その他

｢臨時総会時（3/15）の外部講師によるｾﾐﾅｰ実施（琉球
大学：牛窪教授によるﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｾﾐﾅｰ）の提案｣｢ﾌﾞﾛｯｸ長

会議のあり方についての提案（①ﾌﾞﾛｯｸ長懇談会への名

称改定②理事会とﾌﾞﾛｯｸ長会議の分離運営）｣｢年金基金

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ推進策としての日本代協ﾆｭｰｽ･年金基金特集

号発刊の提案｣｢よりわかりやすい募集文書のあり方･ﾀｽｸ

ﾌｫｰｽの中間報告（重要事項説明書の簡素化へ向けた評

価･分析･意見交換）｣が審議され､全てが異議なく承認さ

れました。

10月 3日(水)に本年度第 1回｢活力研｣が開催され、
代理店の成長･発展を考えていくための共通認識を持つ

ために､損保協会･栗山常務理事に基調報告として｢今後

の業界展望を踏まえ､代理店の明日を考える｣をﾃｰﾏに

業界としてのあり姿(共通化･標準化への取組を含め)､損
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事業計画推進状況などを審議 
～平成24年度 第5回理事会～ 
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～これからの代理店の成長･発展を考える～
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保各社への期待等につき提言をいただきました。 

第2回は 12月6日(木)開催予定でｿﾌｨｱﾌﾞﾚｲﾝ社･小坂
常務に「若手代理店に聞く『成長･発展に向けた取組､若

い人が働きたくなる職場づくり､保険会社に求めること』

（仮）」と云うﾃｰﾏで提言をいただきます。 

 

 

 

9月27日(木)に開催された金融審議会｢保険商品･ｻｰ
ﾋﾞｽの提供等の在り方に関するﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ｣第 4回会
合において､保険仲立人協会､保険代理店協議会､国民

生活ｾﾝﾀｰから「乗合代理店と保険仲立人の商品募集の

あり方」などが議論されました。 

金融庁が示した検討項目は下記のとおり。 

<保険募集･販売ﾙｰﾙのあり方に係る検討項目について> 

・利用者に分かり易い募集文書のあり方 

利用者にとってよりわかりやすい募集文書のあり方 

・利用者が多様な保険の中から安心して選択できる商品

募集のあり方 

保険仲立人が活発に利用されるための方策 

募集にあたり複数商品の比較を行う場合の行為規制の

あり方 

乗合代理店に対する監督の実効性を確保するための

方策 

・募集･販売時規制の適用範囲 

｢募集｣の概念の考え方 

業務ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞする際に求められる措置 

 

 

 

｢全国損害保険代理業国民年金基金｣の推進を図るた

め､新規加入者の増強ｷｬﾝﾍﾟｰﾝを､下記の要領で､全国一

斉に展開することになりました。 

 キャンペーン期間  

平成 24年 11月 1日～11月 30日の 1ヶ月間 
(9月 20日～10月末日までは加入推進の準備期間) 
 カウント方法  

国民年金基金事務局で受付けた｢新規加入申出書｣を

カウントします。 

 国民年金基金の対象者  

損害保険代理業に従事する国民年金第1号被保険者

（店主のほか家族､従業員､委任型募集人も対象） 

※ 代協会員以外の方も加入できます。 

 表彰について  

新規加入を受付け､成立後も掛金の払込がなされた件

数に応じ､平成25年3月全国会長会議にて目標達成代
協を表彰します。 

 必達目標数（各支部1名）  

【北海道(9)】北海道（9） 【北東北（14）】青森（6）岩手
（5）秋田（3） 【南東北（20）】宮城（9）やまがた（5）福島
（6） 【上信越（18）】新潟（6）長野（6）群馬（6） 【東関東
（21）】栃木（3）茨城（4）埼玉（5）千葉（9） 【南関東
（12）】神奈川（9）山梨（3） 【東京（8）】東京（8） 【東海
（32）】静岡（10）愛知（10）岐阜（5）三重（7） 【北陸（9）】
富山（3）石川（3）福井（3） 【近畿（13）】滋賀（3）京都
（7）奈良（3） 【阪神（23）】大阪（13）兵庫（3）和歌山（7） 
【東中国（13）】岡山（6）鳥取（3）島根（4） 【西中国
（12）】広島（6） 山口（6） 【四国（13）】徳島（3）香川（3）
愛媛（4）高知（3） 【九州北（23）】福岡（7）大分（6）佐賀
(7)長崎（3） 【九州南（30）】宮崎（8）熊本（11）鹿児島
（8）沖縄(3) の全国合計 270名 
 

 

 

「全国の代協会員が集い語らう場」として､業界関係者を

含めた情報交換と経験交流を目的に､『地域における代理

店のブランドを考える』をテーマとして第 2 回コンベンショ
ンを開催いたします。 

(1) 第1部：式典･代協会員懇談会 《開場：11時 30分》 
【11月 16日(金)12時 30分～17時 於:ﾔｸﾙﾄﾎｰﾙ】 
①記念式典（会長挨拶､来賓挨拶､功労者表彰等） 

②代協会員懇談会 

③基調講演： 

静岡県立大学･経営情報学部教授：岩崎 邦彦 

～小が大を超えるﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの法則～ 

(2) 第 2部：懇親会 《開場：17時 30分》 

【11月 16日(金)18時～20時 於:第一ﾎﾃﾙ東京】 
(3) 第 3部：分科会 《開場：9時30分》 

【11月 17日(土)10時～12時 於:損保会館･会議室】 
★ テーマ別分科会（4テーマ） 
事前登録制によるﾃｰﾏ別分科会（1名 1分科会） 

① 実践者に聞く 
「地域に認知される代理店のあり方とは」 

② 不況下でも躍進する代理店に学ぶ 
「これからの専業代理店の事業のあり方」 

③ ITを活用したﾌﾞﾗﾝﾄﾞ作りとﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞについて
「効果的･効率的な営業のための IT活用」 

④ ﾌｧﾝを増やすための代理店経営について 
「自らの価値を正しく伝えるために」 

第 4回金融審議会W・G 開催報告 
～乗合と仲立人の募集のあり方など議論～

全国一斉｢国民年金基金加入推進Ｃ/Ｐ｣ 
～11月1日から 11月30日､目標270名～

第2回 日本代協コンベンションの開催 
～地域における代理店のブランドを考える～


